
全国初！ 郵便局と連携した「こども食堂」への支援活動（フードドライブ）

【フードドライブとは？】
ご家庭で、賞味期限は切れていないが、保管されたままになっている
「もったいない食品」などを持ち寄り、集めて、支援を必要とする人たち
に無償で届ける取組です。

【持ち寄る食品は？】
・買い過ぎて使いきれない食品
・いただき物だか我が家では要らない食品
・忘れていて保管したままになっていた食品

〈ご寄付いただきたい食品〉
○お米・パスタ・素麺などの乾麺
○食用油・醤油・味噌等の調味料
○缶詰・レトルト食品・インスタント食品
○お菓子・コーヒー・紅茶など
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〈集める食品の条件〉
○賞味期限が明記され、期限が一カ月以上先のもの
○未開封のもの、包装や外装が破損していないもの
○瓶詰の食品でないもの
○生鮮食品（生肉・魚介類・生野菜）以外のもの

〈支援活動の内容〉
○日本郵便株式会社因幡地区連絡会内郵便局５５局にフードボックス（ボックスは同一規格）を配備
し、チラシ等により地域住民へ食材の寄付を呼びかける。

○フードボックスに集まった食材は、因幡地区連絡会がとりまとめ、鳥取市人権交流プラザへ定期
的に搬送する。
○受け取った食材は、鳥取市中央人権福祉センターが一時保管、管理する。
○食材は、地域食堂ネットワークを通して各こども食堂へ定期的に配布する。
○配布先は市内１７箇所、岩美町１箇所、智頭町１箇所、八頭町２箇所

「こども食堂を支援したいと思っていましたが、
どうしたらよいのか悩んでいました、これなら協力できます！」

「食べ物一つひとつから皆さんの思いを感じ、
たくさんの人たちに支えられていることを実感しました！」

地域に根ざした郵便局が中心となった取組 ⇒ 地域ぐるみの支援がさらに拡大
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鳥取市内の「こども食堂」は、子どもを中心にして様々な人々が集う「地域食堂」として展開されており、
鳥取市は、地域共生社会を実現するための取組として、地域食堂を推進しています。


